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オ
ッ
ト
ー
モ
ー
ニ
ツ
ケ
９
８
の
．
］
・
冨
呂
己
雨
は
牛
痘
を

も
た
ら
し
た
出
島
の
商
館
医
で
あ
る
。
一
八
四
九
年
の
牛
痘
植
継

ぎ
成
功
に
つ
い
て
は
楢
林
宗
建
の
『
牛
痘
小
考
」
に
詳
し
い
。
宗

建
の
「
磨
尼
訣
對
談
録
』
巻
之
一
に
は
一
八
四
八
年
の
牛
痘
苗
は

三
つ
の
方
法
で
も
た
ら
さ
れ
た
が
ど
れ
も
惜
し
む
べ
き
結
果
に
な

っ
た
事
と
多
く
の
モ
ー
ニ
ッ
ケ
の
治
療
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
薬

物
に
つ
い
て
の
巻
之
二
に
は
、
一
八
四
七
年
に
始
ま
っ
た
コ
ロ
ロ

フ
ヲ
ル
ム
（
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
）
の
吸
入
に
よ
り
手
術
時
に
麻
痒
さ

せ
無
痛
と
す
る
方
法
を
紹
介
し
て
い
る
。
麻
酔
と
い
う
言
葉
は
ま

だ
使
用
し
て
い
な
い
。
宗
建
の
二
書
か
ら
彼
が
経
験
豊
か
な
優
れ

た
臨
床
医
で
あ
り
、
最
新
の
医
学
を
伝
授
し
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

し
か
し
出
島
に
赴
任
し
た
ば
か
り
の
モ
ー
ニ
ッ
ヶ
が
シ
ー
ボ
ル

ト
に
書
い
た
手
紙
を
読
む
と
、
彼
は
ケ
ン
ペ
ル
、
ツ
ュ
ン
ベ
リ

⑱
オ
ッ
ト
ー
モ
ー
ニ
ッ
ケ
の
博
物
学
研
究

相

川

中
Ju，

臣

－
、
シ
ー
ボ
ル
ト
と
続
く
輝
か
し
い
商
館
医
の
博
物
学
探
求
の
伝

統
を
担
う
つ
も
り
で
来
日
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
手
紙
の
中
で
、

総
督
の
命
に
よ
り
自
然
科
学
調
査
官
兼
商
館
医
に
任
ぜ
ら
れ
た

事
、
あ
な
た
の
偉
大
な
仕
事
の
跡
残
さ
れ
た
物
は
少
な
い
が
落
穂

拾
い
を
す
る
為
に
微
力
を
尽
す
事
、
東
イ
ン
ド
に
赴
任
以
来
博
物

学
特
に
動
物
学
の
研
究
を
続
け
て
き
た
事
を
述
べ
、
最
後
に
出
島

の
植
物
園
に
つ
い
て
長
く
放
置
さ
れ
科
学
的
価
値
は
失
わ
れ
た
け

れ
ど
も
あ
な
た
が
育
て
た
植
物
が
毎
年
緑
豊
か
に
育
ち
、
咲
い
て

い
ま
す
と
書
い
て
い
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
こ
の
手
紙
の
最
後
を
読

ん
で
、
出
島
に
建
立
し
た
ケ
ン
ペ
ル
、
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
顕
彰
碑
の

銘
文
を
想
起
し
た
に
違
い
な
い
・

モ
ー
ニ
ッ
ケ
は
グ
ラ
イ
フ
ス
バ
ル
ト
、
ボ
ン
、
ブ
レ
ス
ロ
ー
、

ベ
ル
リ
ン
の
各
大
学
で
学
び
、
ベ
ル
リ
ン
で
の
学
位
論
文
は
動
物

の
性
本
能
と
人
間
の
そ
れ
と
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
オ
ラ

ン
ダ
東
イ
ン
ド
陸
軍
軍
医
と
し
て
ジ
ャ
ワ
に
赴
任
し
た
一
八
四
四

年
以
降
、
ジ
ャ
ワ
、
ス
マ
ト
ラ
の
パ
レ
ン
バ
ン
グ
、
出
島
、
ボ
ル

ネ
オ
の
サ
ン
バ
ス
、
ア
ン
ポ
イ
ナ
の
各
地
で
博
物
学
の
調
査
を

行
っ
た
。
一
八
六
九
年
軍
を
退
官
し
ボ
ン
に
帰
っ
て
か
ら
、
膨

大
な
結
果
を
纒
め
て
言
尉
盲
目
口
①
邑
日
本
人
、
房
廟
①
巨
且
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ご
吋
日
ｇ
閂
ご
猿
と
原
人
、
冨
胃
冨
煙
具
呂
の
も
爵
自
９
口
目

弓
冨
①
己
ｇ
ｇ
冒
号
画
冒
８
国
毎
ｇ
島
閂
冨
冨
巴
禺
ｇ
旨
９
号
目
」

オ
ラ
ン
ダ
領
マ
レ
ー
諸
島
の
植
物
と
動
物
等
の
優
れ
た
博
物
学
の

著
作
を
出
版
し
て
い
る
。
一
生
た
ゆ
ま
な
く
博
物
学
の
研
究
に
没

頭
し
、
一
八
八
七
年
永
眠
し
た
。

進
化
論
で
有
名
な
Ｐ
．
困
言
皇
国
８
は
そ
の
著
「
マ
レ
ー
諸

島
』
の
中
で
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
ア
ン
ボ
イ
ナ
に
い
た
モ
ー
ニ
ッ
ケ

を
訪
ね
た
時
の
事
を
記
述
し
て
い
て
、
彼
の
人
柄
の
良
さ
と
甲
虫

や
日
本
の
オ
サ
ム
シ
等
の
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
素
晴
ら
し
さ
に

ふ
れ
て
い
る
。
甲
虫
の
図
鑑
に
出
て
く
る
オ
オ
サ
イ
カ
ブ
ト
ム
シ

（
Ｏ
ｑ
９
舟
胴
ロ
ロ
ョ
呂
昌
雨
）
や
モ
ー
ニ
ッ
ケ
イ
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ

ガ
タ
ｓ
８
ｇ
ｇ
８
旨
の
ョ
○
言
時
四
日
呂
口
弄
凰
）
は
彼
に
よ
っ
て

学
名
が
付
け
ら
れ
た
。
二
十
二
の
ハ
ナ
ム
グ
リ
の
新
種
を
ス
ン
ダ

島
と
モ
ル
ッ
カ
で
見
つ
け
て
い
る
。
彼
が
日
本
で
見
出
し
た
新
種

の
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
に
は
魚
類
の
大
家
勺
．
囚
①
禺
閏
に
よ
り

国
言
９
８
日
目
の
三
○
冒
涛
四
国
胃
．
と
名
付
け
ら
れ
た
。
家
に
ま

わ
り
に
霊
長
類
、
烏
、
そ
の
他
の
動
物
を
飼
い
生
活
を
共
に
し

て
、
そ
の
生
態
を
詳
し
く
調
べ
類
人
猿
や
動
物
の
書
を
著
述
し

た
。
日
本
人
を
人
類
学
的
に
調
査
し
て
『
目
①
旨
冒
口
角
」
を
著

し
、
日
本
の
最
下
層
身
分
に
つ
い
て
ま
で
調
べ
た
論
文
が
あ
る
。

モ
ー
ニ
ッ
ヶ
は
シ
ー
ボ
ル
ト
が
失
敗
し
た
牛
痘
普
及
を
成
功
さ

せ
た
だ
け
で
は
な
く
、
シ
ー
ボ
ル
ト
と
同
様
に
博
物
学
で
業
績
を

残
し
た
素
晴
ら
し
い
国
際
医
療
人
で
あ
っ
た
。
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）


